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【発表のポイント】 

 真社会性（注 1）のハダカデバネズミの群れでは、働きネズミが女王の仔を育てます。働きネズミは女王
の出産後に、女王の仔の鳴き声に特異的な反応を示します。 

 働きネズミに妊娠期の女王の糞、また非妊娠期の女王の糞にエストロゲンを混ぜて食べさせると、働
きネズミのエストロゲンレベルが上昇して仔の鳴き声に反応するようになります。 

 ハダカデバネズミにおける協調的な子育てメカニズムを見出すとともに、性ホルモンが他個体の行動
を変化させるというホルモン作用の新たな概念を提供する発見です。 

 
注 1）主にハチやシロアリで見られる社会性で、群れの中の女王と呼ばれる 1 匹のメスだけが繁殖を行う。 

 

【発表概要】 

 麻布大学大学院獣医学研究科博士課程の度会晃行、茂木一孝准教授、菊水健史教授と慶應義塾大学・
北海道大学・熊本大学大学院の研究チームは、哺乳類では珍しい真社会性のハダカデバネズミの群れに
おいて、自身は繁殖しない働きネズミが女王の妊娠期の糞を食べて母性を高め、女王が仔を出産後にそ
のベビーシッターとなることを発見しました。また、これは女王の糞に含まれるエストロゲンの作用で
あることもわかりました。本研究成果はハダカデバネズミの巧妙な協調的子育てメカニズムを明らかに
するとともに、子育て行動の進化を考えるうえで重要な発見といえます。また、哺乳類において糞中の
ホルモンが他個体の行動を制御することを示した初めての例です。この成果は 2018 年 8 月 27 日（米国
東部時間）に米国科学アカデミー紀要 [Proceedings of the National Academy of Sciences of the United 
States of America (PNAS)]の電子版に掲載されます。 
 
本研究内容につきましては、日本時間 2018 年 8 月 28 日（火）午前 4 時 00 分まで情報を公開しないように、取り扱

いのほどよろしくお願いいたします。 

「ハダカデバネズミ」における協調的子育ての仕組みを解明 
～働きネズミは女王の糞を食べてベビーシッターとなる～ 
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【発表内容】 

 ハダカデバネズミ（図 1）は厳しい半乾燥地帯の地下にトンネルを掘り、数十匹の群れで暮らしています。

この群れでは数匹のオスと女王と呼ばれる 1 匹のメスだけが繁殖を行い、他のメス個体は卵巣が発達せずに

性的に成熟しません。このような社会構造は真社会性と呼ばれ、昆虫では多くみられますが哺乳類では稀です。

このハダカデバネズミの群れでは、女王は出産して授乳はするものの、それ以外の子供の世話は女王以外の働

きネズミによってほとんどが行われるという協調的な子育てがみられます。しかしながら、本来養育行動は妊

娠の過程で卵巣から分泌されるエストロゲンによって獲得される行動です。そのため、卵巣が未発達でエスト

ロゲンをほとんど合成できない働きネズミが母性をどのように高めてベビーシッターとなれるのかは不明な

ままでした。 

 

 研究チームはまず女王の妊娠期・産後期・授乳期終了後の 3 つの繁殖ステージにおいて、その群れの働きネ

ズミに対して女王の産んだ仔の鳴き声をスピーカーから聴かせ、仔ネズミの鳴き声への接近・探索といった母

性を反映する行動を調べました。その結果、働きネズミは仔ネズミの鳴き声に常に反応するわけではなく、そ

の反応性は女王の産後期だけ高いことが明らかとなりました（図 2）。このことは、働きネズミの母性が女王

の出産に同期して高まることを示しています。 
  

仔を舐めてあげる働き ネズミ

女王

おっ ぱいを飲む仔ネズミ

妊娠し た女王

ト ンネル付き飼育ケージ 妊娠期の女王 女王出産後の群れの様子

図1. ハダカ デバネズミ の飼育下の様子
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また、女王と働きネズミの糞中エストロゲンを測定したところ、女王の糞中エストロゲン濃度は妊娠による

分泌増加を反映して妊娠期に高まりましたが、卵巣が未発達な働きネズミの糞中エストロゲン濃度もなぜか同

時期に高まっていたのです（図 3）。 

 

 

 そこで研究チームはハダカデバネズミが日常的に行う糞食に着目しました。メスの働きネズミに妊娠期の女

王の糞を 9 日間食べさせたところ、給餌終了から 4 日後のテストで仔ネズミの鳴き声に対する反応性が高ま

りました。またエストロゲンを添加した授乳期終了後の女王の糞を給餌した場合においても、同様に仔ネズミ

の鳴き声に対する反応性が高まることが示されました（図 4）。働きネズミにエストロゲンを経口的に摂取さ

せることで女王の産後期に見られた仔ネズミ鳴き声への反応性の高まりを再現できたことから、働きネズミは

自身では合成できないエストロゲンを女王の糞から受け取って母性を高めていると考えられます。 
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 本研究から真社会性動物の群れにおける協調的な子育てメカニズムが明らかとなりました（図５）。このよ

うなホルモンが糞を介して他個体に作用し行動を変化させるコミュニケーションはこれまで報告されておら

ず、ホルモン作用の新たな概念を提供する発見ともいえます。子育てなどを分業する真社会性昆虫でのコミュ

ニケーションにはフェロモンがよく使われていますが、ハダカデバネズミではフェロモンを受け取るための器

官が発達していません。栄養源に乏しい環境に生息するハダカデバネズミでは、栄養を再吸収するために糞食

という習性が獲得されたと考えられますが、さらに女王の繁殖サイクルに伴って糞中の濃度が変動するエスト

ロゲンをフェロモンのように利用する合理的な協調的子育てシステムを進化させたことが考えられます。 
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